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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第62期

第３四半期累計期間
第63期

第３四半期累計期間
第62期

会計期間
自 平成24年３月21日
至 平成24年12月20日

自 平成25年３月21日
至 平成25年12月20日

自 平成24年３月21日
至 平成25年３月20日

営業収益 (千円) 7,047,322 7,051,027 9,128,102

経常利益 (千円) 178,538 46,754 182,698

四半期(当期)純利益 (千円) 88,558 25,661 62,321

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― － －

資本金 (千円) 1,140,000 1,140,000 1,140,000

発行済株式総数 (株) 7,560,000 7,560,000 7,560,000

純資産額 (千円) 6,873,270 6,798,589 6,853,473

総資産額 (千円) 8,814,559 8,648,007 8,768,105

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 11.76 3.41 8.27

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― － －

１株当たり配当額 (円) 5.00 5.00 10.00

自己資本比率 (％) 78.0 78.6 78.2
 

　

回次
第62期

第３四半期会計期間
第63期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成24年９月21日
至 平成24年12月20日

自 平成25年９月21日
至 平成25年12月20日

１株当たり四半期純利益金額　
又は四半期純損失金額（△）

(円) 2.88 △0.75
 

(注) １ 営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融政策への期待感より、円安株高

が進行し、景気回復の兆しが見られたものの、輸入原材料価格やエネルギーコストの上昇、来春の消費

税増税による消費減退への懸念等、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

当第３四半期累計期間は、前年同四半期と比較して、営業収益は若干増加しました。一方で経常利益

は、車両の代替が増えたことによる減価償却費の増加、三好支店の外壁工事による多額の修繕費及び物

流料金の値下げが影響し大幅な減益となりました。

なお、港支店と中川支店を統合し、名南支店を開設しました。これは保管スペースの拡大と物流の効

率化を目指したものです。

その結果、営業収益は7,051百万円（前年同四半期比0.1％増）、経常利益は46百万円（前年同四半期

比73.8％減）、四半期純利益は25百万円（前年同四半期比71.0％減）となりました。

また、販売の状況として事業別の営業実績を示せば次のとおりであります。

　

営業実績

区分

第62期第３四半期累計期間
(自 平成24年３月21日
至 平成24年12月20日)

第63期第３四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
至 平成25年12月20日)

営業収益
前年同期比
（％）輸送屯数(千屯) 営業収益(千円) 輸送屯数(千屯) 営業収益(千円)

貨物運送事業 722 5,678,301 713 5,612,586 △1.2

倉庫事業 ― 1,294,470 ─ 1,334,845 3.1

その他事業 ― 74,551 ─ 103,594 39.0

合計 722 7,047,322 713 7,051,027 0.1
 

(注) １ 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２ 当第３四半期累計期間の貨物運送事業における輸送屯数のうち、傭車によるものは 373千屯であります。ま

た傭車による収入は 2,941,536千円であります。

　

(2) 財政状態の分析

流動資産は、3,094百万円(前期末比4.5%減、146百万円減)となり、そのうち現金及び預金は、1,422

百万円(前期末比12百万円減)となりました。

固定資産は、5,553百万円(前期末比0.5%増、26百万円増)となり、そのうち有形固定資産は、5,069百

万円（前期末比1百万円増）となりました。
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流動負債は、1,375百万円(前期末比1.0%減、13百万円減)となり、そのうち営業未払金は、587百万円

（前期末比36百万円増）となりました.

固定負債は、473百万円(前期末比9.8%減、51百万円減)となり、そのうち長期借入金は、131百万円

（前期末比16百万円減）となりました。

純資産の部は、6,798百万円（前期末比0.8%減、54百万円減）となり、そのうち利益剰余金は、4,526

百万円（前期末比49百万円減）となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた問題はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(5) 主要な設備

当第３四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び前事業年度末に計画した主要な設備の

新設、除却等について著しい変動はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年１月31日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,560,000 7,560,000
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 7,560,000 7,560,000 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月21日～
平成25年12月20日

― 7,560,000 ― 1,140,000 ― 1,120,000
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成25年９月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

30,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,450,000
7,450 ―

単元未満株式
普通株式

80,000
― ―

発行済株式総数 7,560,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,450 ―
 

(注) 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成25年９月20日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

② 【自己株式等】

  平成25年９月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
大宝運輸株式会社

名古屋市中区金山五丁目
３番17号

30,000 ― 30,000 0.4

計 ― 30,000 ― 30,000 0.4
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年９月21日か

ら平成25年12月20日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年３月21日から平成25年12月20日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目

から見て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げ

ない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　資産基準　　　　　　 0.6％　　　

　売上高基準　 　　　 0.1％

　利益基準　　　　　　 8.5％

　利益剰余金基準　　　 0.8％

　　※　会社間項目の消去前の数値により算出しております。　
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月20日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,435,454 1,422,836

受取手形及び営業未収入金 1,413,878 1,527,556

有価証券 200,000 －

貯蔵品 10,146 11,858

その他 188,214 136,944

貸倒引当金 △6,700 △4,700

流動資産合計 3,240,994 3,094,496

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,194,683 5,211,274

減価償却累計額 △3,715,431 △3,804,437

建物及び構築物（純額） 1,479,251 1,406,836

機械装置及び運搬具 2,542,090 2,622,256

減価償却累計額 △2,254,649 △2,257,173

機械装置及び運搬具（純額） 287,441 365,083

土地 3,255,738 3,255,738

その他 203,602 211,160

減価償却累計額 △157,704 △169,127

その他（純額） 45,897 42,032

有形固定資産合計 5,068,329 5,069,692

無形固定資産 42,827 42,271

投資その他の資産

投資有価証券 217,247 243,003

差入保証金 85,592 98,936

その他 113,775 100,268

貸倒引当金 △661 △661

投資その他の資産合計 415,953 441,546

固定資産合計 5,527,110 5,553,510

資産合計 8,768,105 8,648,007
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月20日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月20日)

負債の部

流動負債

営業未払金 550,939 587,089

1年内返済予定の長期借入金 84,400 19,680

未払法人税等 16,441 16,135

賞与引当金 183,438 91,209

役員賞与引当金 10,000 7,500

その他 544,609 654,294

流動負債合計 1,389,827 1,375,908

固定負債

長期借入金 147,440 131,040

退職給付引当金 158,339 138,986

役員退職慰労引当金 181,472 164,352

その他 37,553 39,129

固定負債合計 524,805 473,509

負債合計 1,914,632 1,849,417

純資産の部

株主資本

資本金 1,140,000 1,140,000

資本剰余金 1,120,000 1,120,000

利益剰余金 4,576,557 4,526,913

自己株式 △10,400 △11,086

株主資本合計 6,826,157 6,775,826

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 27,315 22,762

評価・換算差額等合計 27,315 22,762

純資産合計 6,853,473 6,798,589

負債純資産合計 8,768,105 8,648,007
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成24年３月21日
　至 平成24年12月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
　至 平成25年12月20日)

営業収益 7,047,322 7,051,027

営業原価 6,605,399 6,767,216

営業総利益 441,922 283,811

販売費及び一般管理費 285,649 263,052

営業利益 156,273 20,758

営業外収益

受取利息 364 390

受取配当金 8,426 5,305

投資有価証券売却益 － 10,711

その他 16,228 10,645

営業外収益合計 25,020 27,053

営業外費用

支払利息 2,755 1,057

営業外費用合計 2,755 1,057

経常利益 178,538 46,754

特別利益

固定資産売却益 5,375 17,172

特別利益合計 5,375 17,172

特別損失

固定資産除却損 357 45

減損損失 － 1,202

特別損失合計 357 1,248

税引前四半期純利益 183,555 62,679

法人税、住民税及び事業税 13,000 10,000

法人税等調整額 81,997 27,018

法人税等合計 94,997 37,018

四半期純利益 88,558 25,661
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成25年３月21日以後に取得した有形

固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期

純利益はそれぞれ9,134千円増加しております。

　

(表示方法の変更)

前第３四半期累計期間において、区分掲記していた営業外収入の「受取保険金」は、重要性が乏し

くなったため、当第３四半期累計期間では営業外収入の「その他」に含めて表示することしました。

なお当第３四半期累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「受取保険金」は3,725千円であり

ます。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期累計期間

(自 平成24年３月21日
至 平成24年12月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
至 平成25年12月20日)

減価償却費 174,755千円 213,990千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成24年３月21日 至 平成24年12月20日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月15日
定時株主総会

普通株式 37,661 ５ 平成24年３月20日 平成24年６月18日 利益剰余金

平成24年11月１日
取締役会

普通株式 37,657 ５ 平成24年９月20日 平成24年11月27日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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当第３四半期累計期間(自 平成25年３月21日 至 平成25年12月20日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月12日
定時株主総会

普通株式 37,655 ５ 平成25年３月20日 平成25年６月13日 利益剰余金

平成25年11月１日
取締役会

普通株式 37,649 ５ 平成25年９月20日 平成25年11月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成24年３月21日 至 平成24年12月20日)

当社は物流事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

　

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成25年３月21日 至 平成25年12月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメント

の合計額に占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間

(自 平成24年３月21日
至 平成24年12月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
至 平成25年12月20日)

　　１株当たり四半期純利益金額 11円76銭 ３円41銭

 　 (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 88,558 25,661

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 88,558 25,661

   普通株式の期中平均株式数(千株) 7,531 7,530
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第63期（平成25年３月21日から平成26年３月20日まで）中間配当については、平成25年11月１日開催の

取締役会において、平成25年９月20日の最終の株主名簿に記載または記録された株主または登録株式質権

者に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                              　  37,649千円

② １株当たりの金額                               　５円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日   　平成25年11月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成26年１月30日

 

大宝運輸株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 柏 木　勝 広　　　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士
豊 田 　裕 一 　　　　

印　　　　
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大宝運輸株式会

社の平成25年３月21日から平成26年３月20日までの第63期事業年度の第３四半期会計期間（平成25年９月21日から平成

25年12月20日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年３月21日から平成25年12月20日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大宝運輸株式会社の平成25年12月20日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
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(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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